
 

平成 25 年度 第 1 回島根県公共事業再評価委員会 
 
 

追加配付資料 
 
１ 対象事業地区 事業費負担割合一覧表     P- 1 

２ 費用便益比算定資料           
（国）431 号   川津バイパス         P- ２、３ 
（国）432 号   東岩坂バイパス        P- ４、５ 

        （一）矢尾今市線 大塚工区           P- ６、７ 
    （国）432 号   亀嵩工区           P- ８、９ 
    広域河川改修   朝酌川             P-１０ 
    広域河川改修   朝酌川（中川工区）      P-１１ 
    広域河川改修   佐陀川            P-１２ 

広域河川改修   斐伊川（横田）        P-１３ 
広域河川改修   平田船川（湯谷川工区）    P-１４ 
広域河川改修   新内藤川           P-１５ 
広域河川改修   十間川            P-１６ 
広域河川改修   今市川            P-１７ 

    総合流域防災   飯梨川（布部）        P-１８ 
    総合流域防災   吉田川            P-１９ 
    総合流域防災   忌部川            P-２０ 
    総合流域防災   出羽川            P-２１ 
    港湾改修事業   益田港 高津工区       P-２２ 
    地すべり対策   唐川２            P-２３ 
    県営林道開設   美保関線第 1 期工事      P-２４、２５ 
    兼営林道開設   三子山線           P-２６、２７ 
     



国費 県費 市町村費 その他

％ ％ ％ ％

1 道路建設課
(国)４３１号
社会資本整備総合交付
金事業

川津バイパス
かわつばいぱす

松江市 55 45 0 0

2 〃
(国)４３２号
社会資本整備総合交付
金事業

東岩坂バイパス
ひがしいわさかばいぱす

松江市 70 30 0 0

3 〃
(一)矢尾今市線
社会資本整備総合交付
金事業

大塚
おおつか

工区
こうく

出雲市 70 30 0 0

4 〃 (国)４３２号
国庫交付金道路事業 亀嵩

かめだけ

工区
こうく

奥出雲町 70 30 0 0

5 河川課 広域河川改修事業 朝酌
あさくみ

川
がわ

松江市 50 50 0 0

6 〃 〃 朝酌
あさくみ

川
かわ

（中
なか

川
がわ

工区
こうく

） 松江市 50 50 0 0

7 〃 〃 佐
さ

陀
だ

川
がわ

松江市 50 50 0 0

8 〃 〃 斐伊川
ひいかわ

（横田
よこた

） 奥出雲町 50 50 0 0

9 〃 〃 平田
ひらた

船
ふな

川
がわ

出雲市 50 50 0 0

10 〃 〃
新
しん

内藤
ないとう

川
がわ

（湯
ゆ

谷
や

川
かわ

工区
こうく

）
出雲市 50 50 0 0

11 〃 〃 十間川
じゅっけんがわ

出雲市 50 50 0 0

12 〃 〃 今市
いまいち

川
がわ

益田市 50 50 0 0

13 〃 総合流域防災事業 飯
いい

梨
なし

川
がわ

（布部
ふべ

） 安来市 50 50 0 0

14 〃 〃 吉田
よしだ

川
がわ

安来市 50 50 0 0

15 〃 〃 忌部
いんべ

川
がわ

松江市 50 50 0 0

16 〃 〃 出羽
いずわ

川
がわ

邑南町 50 50 0 0

17 港湾空港課 港湾改修事業 益田港
ますだこう

 高津
たかつ

地区
ちく

益田市 40 60 0 0

18 砂防課
社会資本整備総合交付
金地すべり対策事業 唐川

からかわ

２ 出雲市 50 50 0 0

19 森林整備課 県営林道開設事業 美保関
みほのせき

線
せん

第
だい

１期
き

工事
こうじ

松江市 50 40 10 0

20 〃 〃 三
みつ

子山
ごやま

線
せん

津和野町 50 40 10 0

平成２５年度　公共事業再評価対象事業地区　事業費負担割合一覧表

備考ＮＯ 所管課 事　業　名
地　区　名

(又は箇所名、
工区名等)

関係
市町村
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国道４３１号　川津バイパス　費用便益比

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

(国)一般国道４３１号 川津バイパス L=8.1km 交付金 ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

13,841 4車線 島根県

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成 25 年

単純合計 153.17億円 -1.25億円 151.92億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

250.85億円 -0.54億円 250.31億円 

注）事業費は158.39億円であるが、費用便益比の算定は税抜きで行うため、上記の数字となる。

　　維持管理費は「整備を行わなかった場合の増加分」を考慮して表示

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成 25 年

供 用 年 平成 26 年

単年便益
（初年便益）

37.68億円 1.61億円 0.67億円 39.97億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

736.96億円 31.54億円 13.18億円 781.69億円 

　拡 張 便 益

冬季交通便益
救急医療ｱｸｾｽ
便益(救急車)

災害迂回
解消便益

CO2
削減便益

休日交通便益 合　　計

単年便益
（初年便益）

2.47億円 0.12億円 2.59億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

44.45億円 2.33億円 46.78億円 

③ 結　果

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 3.31

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ） 578.15

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） -

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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益
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1
aa

aa
※

隠
岐

地
区
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合
は

『
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を
入

力
→

■
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会
的

効
果

【
都

市
地

域
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区
　

分
整

　
　

備
　

　
効

　
　

果
共

通
項

目
評

価
項

目
評

　
　

価
　

　
基

　
　

準
評

価
評

価
値

理
　

　
　

由

高
速

道
路

ＩＣ
・
空

港
・港

湾
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

強
化

●
○

5
各

IC
、

空
港

、
重

要
港

湾
へ

直
結

す
る

路
線

（
イ

ン
タ

ー
線

等
）

　
※

隠
岐

地
区

及
び

七
類

港
の

航
路

利
用

は
可

と
す

る
。

　
※

イ
ン

タ
ー

線
等

と
は

ア
ク

セ
ス

道
と

し
て

事
業

目
的

が
明

確
な

も
の

5
境

港
、

七
類

港
へ

直
結

す
る

路
線

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
（
整

備
に

よ
り

一
連

区
間

が
完

成
）

●
○

5
整

備
後

、
改

良
率

が
概

ね
9
割

を
超

え
る

こ
と

（
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

し
て

機
能

し
て

い
れ

ば
路

線
全

体
で

な
く
て

も
可

）
　

※
す

で
に

改
良

率
が

9
割

を
超

え
て

い
る

も
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も
可

5
改

良
率

１
０

０
％

観
光

地
や

工
業

団
地

、
流

通
団

地
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
強

化
●

○
5

主
要

観
光

地
、

工
業

団
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、
流

通
団

地
等

へ
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ア
ク

セ
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ル
ー

ト
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あ
り

、
か
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半

径
2
0
km

圏
内

で
あ

る
こ

と
　

※
主

要
観

光
地

は
観

光
動

態
調

査
箇

所
で

5
万

人
/年

以
上

の
箇

所
。

た
だ

し
隠

岐
は

1
万

人
/

年
以

上
で

可
と

す
る

。

5
松

江
城

山
公

園
等

の
観

光
地

へ
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

沿
道

の
土

地
・建

物
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
向

上
（
土

地
利

用
の

促
進

を
支

援
）

○
5

区
画

整
理

事
業

や
都

市
再

生
整

備
計

画
事

業
等

に
よ

り
沿

道
で

の
開

発
が

実
施

さ
れ

る
路

線
、

又
は

計
画

化
が

検
討

さ
れ

て
い

る
場

合
5

下
東

川
区

画
整

理
事

業
計

画

商
業

地
域

や
都

市
交

通
拠

点
等

へ
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訪

者
の

ア
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セ
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を
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化
○

5
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舗
面

積
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00
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メ

ー
ト

ル
を

超
え
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商

業
施

設
・
各
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・
空

港
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結
ぶ

路
線

で
あ

り
半

径
1
0
km

圏
内

で
あ

る
こ

と
5

松
江

駅
、

米
子

空
港

を
結

ぶ
路

線

福
祉

・
教

育
・
公

共
施

設
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
改

善
●

○
5

5
分

以
上

時
間

短
縮

が
図

ら
れ

る
こ

と
、

又
は

半
径

1
0
km

圏
内

に
該

当
施

設
が

あ
る

こ
と

　
※

福
祉

施
設

：
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
施

設
。

教
育

：
小

中
高

大
学

校
。

公
共

施
設

：
市

町
村

役
場

（
支

所
等

を
含

む
）

5
松

江
市

役
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美
保

関
支

所
、

島
根

大
学

、
松

江
東

高
等

学
校

救
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療
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●

○
5
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短
縮
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も

し
く
は

救
急

医
療

施
設

の
半

径
2
km

圏
内
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○
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○

5
曲

線
半

径
5
0
m

未
満

又
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○
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○
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策
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る
こ

と
 

歩
行

者
等

の
安

全
を
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付

金
（改

良
）工

事

2
5

1
0

配
　

点

産
業

振
興

地
域

振
興

25 1525
生

活
環

境
改

善

合
　

　
　

　
計

緊
急

時
の

輸
送

機
能

の
改

善
（緊

急
輸

送
道

路
）

交
通

の
確

保

交
通

安
全

事
故

発
生

件
数

及
び

死
傷

者
数

の
減

少
（
事

故
多

発
箇

所
の

解
消

）

【
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
：
A

】
【
社

会
的

効
果

：
B

】
0
.3

未
満

0.
3
以

上
0
.6

未
満

0
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岐
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－
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－
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－
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－
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国道４３２号　東岩坂バイパス　費用便益比

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

(国)４３２号 東岩坂バイパス L=8.43km 交付金 ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

2,103 2車線 島根県

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成 25 年

単純合計 154.34億円 0.00億円 154.34億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

225.08億円 0.00億円 225.08億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成 25 年

供 用 年 平成 35 年

単年便益
（初年便益）

22.09億円 0.90億円 -0.34億円 22.66億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

302.96億円 12.31億円 -4.55億円 310.72億円 

　拡 張 便 益

冬季交通便益
救急医療ｱｸｾｽ
便益(救急車)

災害迂回
解消便益

CO2
削減便益

休日交通便益 合　　計

単年便益
（初年便益）

0.09億円 0.00億円 0.10億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

1.15億円 0.03億円 1.18億円 

③ 結　果

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.39

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ） 86.82

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） -

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注）事業費は161.90億円であるが、費用便益比の算定は税抜きで行うため、上記の数字となる。

　　維持管理費は「整備を行わなかった場合の増加分」を考慮して表示

4
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（一）矢尾今市線　大塚工区　費用便益比

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

(一)矢尾今市線 大塚工区 L=1.63km 交付金 ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

10,300～17,500 2車線 島根県

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成 25 年

単純合計 56.25億円 0.81億円 57.06億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

57.16億円 -0.03億円 57.13億円 

注）事業費は58.26億円であるが、費用便益比の算定は税抜きで行うため、上記の数字となる。

　　維持管理費は「整備を行わなかった場合の増加分」を考慮して表示

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成 25 年

供 用 年 平成 31 年

単年便益
（初年便益）

4.03億円 0.62億円 0.14億円 4.78億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

64.70億円 9.95億円 2.17億円 76.82億円 

　拡 張 便 益

冬季交通便益
救急医療ｱｸｾｽ
便益(救急車)

災害迂回
解消便益

CO2
削減便益

休日交通便益 合　　計

単年便益
（初年便益）

0.12億円 0.02億円 0.14億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

1.74億円 0.37億円 2.11億円 

③ 結　果

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.38

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ） 21.80

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） -

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

6



【
（一

）
矢

尾
今

市
線

　
大

塚
工

区
　

総
合

評
価

算
定

シ
ー

ト
】

■
事

業
名

（
工

区
）

事
業

名
：

■
総

合
評

価
結

果
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

費
用

便
益

比
：

a
aa

a
aa

a
ab

bb
社

会
的

効
果

：
b
bb

事
業

を
行

う
価

値
が

あ
る

■
費

用
便

益
比

B
/C

＝
1
.3

8
aa

aa
※

隠
岐

地
区

の
場

合
は

『
1』

を
入

力
→

■
社

会
的

効
果

【
都

市
地

域
】

区
　

分
整

　
　

備
　

　
効

　
　

果
共

通
項

目
評

価
項

目
評

　
　

価
　

　
基

　
　

準
評

価
評

価
値

理
　

　
　

由

高
速

道
路

ＩＣ
・
空

港
・港

湾
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

強
化

●
○

5
各

IC
、

空
港

、
重

要
港

湾
へ

直
結

す
る

路
線

（
イ

ン
タ

ー
線

等
）

　
※

隠
岐

地
区

及
び

七
類

港
の

航
路

利
用

は
可

と
す

る
。

　
※

イ
ン

タ
ー

線
等

と
は

ア
ク

セ
ス

道
と

し
て

事
業

目
的

が
明

確
な

も
の

　

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
（
整

備
に

よ
り

一
連

区
間

が
完

成
）

●
○

5
整

備
後

、
改

良
率

が
概

ね
9
割

を
超

え
る

こ
と

（
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

し
て

機
能

し
て

い
れ

ば
路

線
全

体
で

な
く
て

も
可

）
　

※
す

で
に

改
良

率
が

9
割

を
超

え
て

い
る

も
の

も
可

5
平

成
2
4年

4
月

1
日

現
在

　
改

良
率

　
91

.6
%

観
光

地
や

工
業

団
地

、
流

通
団

地
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
強

化
●

○
5

主
要

観
光

地
、

工
業

団
地

、
流

通
団

地
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
で

あ
り

、
か

つ
半

径
2
0
km

圏
内

で
あ

る
こ

と
　

※
主

要
観

光
地

は
観

光
動

態
調

査
箇

所
で

5
万

人
/年

以
上

の
箇

所
。

た
だ

し
隠

岐
は

1
万

人
/

年
以

上
で

可
と

す
る

。

5
出

雲
大

社
、

日
御

碕
、

島
根

ワ
イ

ナ
リ

ー
、

古
代

出
雲

歴
史

博
物

館

沿
道

の
土

地
・建

物
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
向

上
（
土

地
利

用
の

促
進

を
支

援
）

○
5

区
画

整
理

事
業

や
都

市
再

生
整

備
計

画
事

業
等

に
よ

り
沿

道
で

の
開

発
が

実
施

さ
れ

る
路

線
、

又
は

計
画

化
が

検
討

さ
れ

て
い

る
場

合
 

商
業

地
域

や
都

市
交

通
拠

点
等

へ
の

来
訪

者
の

ア
ク

セ
ス

を
強

化
○

5
店

舗
面

積
1
,0

00
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
商

業
施

設
・
各

市
駅

・
空

港
を

結
ぶ

路
線

で
あ

り
半

径
1
0
km

圏
内

で
あ

る
こ

と
5

ゆ
め

タ
ウ

ン
出

雲
（
3
3,

6
0
0㎡

）
、
出

雲
市

駅

福
祉

・
教

育
・
公

共
施

設
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
改

善
●

○
5

5
分

以
上

時
間

短
縮

が
図

ら
れ

る
こ

と
、

又
は

半
径

1
0
km

圏
内

に
該

当
施

設
が

あ
る

こ
と

　
※

福
祉

施
設

：
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
施

設
。

教
育

：
小

中
高

大
学

校
。

公
共

施
設

：
市

町
村

役
場

（
支

所
等

を
含

む
）

5
福

祉
施

設
：
社

会
福

祉
法

人
お

お
つ

か
福

祉
会

教
育

施
設

：
市

立
高

浜
小

学
校

、
市

立
第

三
中

学
校

公
共

施
設

：
出

雲
市

役
所

救
急

医
療

に
お

け
る

ア
ク

セ
ス

を
改

善
●

○
5

救
急

医
療

施
設

（
2
次

・
3
次

）
へ

の
搬

送
、

又
は

消
防

署
か

ら
の

救
急

車
到

着
に

対
し

て
3
分

以
上

時
間

短
縮

、
も

し
く
は

救
急

医
療

施
設

の
半

径
2
km

圏
内

5
県

立
中

央
病

院

路
線

バ
ス

、
生

活
バ

ス
等

の
運

行
環

境
を

改
善

（
バ

ス
路

線
）

●
○

5
バ

ス
路

線
で

あ
る

こ
と

5
大

寺
線

（
ス

サ
ノ

オ
観

光
）

渋
滞

ポ
イ

ン
ト

の
解

消
○

5
混

雑
度

1
.0

以
上

か
つ

渋
滞

状
況

が
説

明
で

き
る

こ
と

 

延
焼

防
止

等
の

防
災

機
能

を
強

化
○

5
防

災
機

能
の

強
化

が
図

ら
れ

る
と

見
込

ま
れ

る
も

の
（
無

電
柱

化
、

木
造

密
集

市
街

地
の

解
消

等
）

 

事
前

通
行

規
制

区
間

の
解

消
、

高
さ

・
重

量
等

通
行

規
制

区
間

の
解

消
●

○
5

事
前

通
行

規
制

・
冬

期
閉

鎖
区

間
が

解
消

さ
れ

る
こ

と
、

又
は

通
行

規
制

区
間

（
高

さ
・
幅

・重
量

制
限

・
大

型
貨

物
等

）が
解

消
さ

れ
る

こ
と

 

●
○

5
緊

急
輸

送
道

路
（
１

～
３

次
）で

あ
る

こ
と

5
第

１
次

緊
急

輸
送

道
路

●
○

5
緊

急
輸

送
道

路
（
１

次
）
で

あ
る

こ
と

　
※

1
次

で
あ

れ
ば

上
記

と
併

せ
て

1
0
点

5

●
○

5
事

故
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

よ
り

過
去

5
箇

年
で

5
件

以
上

事
故

が
確

認
で

き
る

こ
と

　

●
○

5
事

故
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

よ
り

過
去

5
箇

年
で

1
0件

以
上

事
故

が
確

認
で

き
る

こ
と

　
※

1
0件

以
上

あ
れ

ば
上

記
と

併
せ

て
1
0
点

 

線
形

不
良

・
視

距
不

良
箇

所
の

解
消

●
○

5
曲

線
半

径
5
0
m

未
満

又
は

視
距

4
0m

未
満

、
か

つ
不

良
状

況
が

説
明

で
き

る
こ

と
5

交
差

点
で

直
角

に
曲

が
る

た
め

視
距

不
良

大
型

車
す

れ
違

い
困

難
区

間
の

解
消

●
○

5
W

=
5
m

未
満

、
か

つ
離

合
困

難
状

況
が

説
明

で
き

る
こ

と
5

最
小

幅
員

　
W

=
4.

9
m

歩
行

の
快

適
性

を
向

上
（バ

リ
ア

フ
リ

ー
へ

の
対

応
）

○
5

バ
リ

ア
フ

リ
ー

対
策

、
障

が
い

者
対

策
を

実
施

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
 

歩
行

者
等

の
安

全
を

確
保

（
住

宅
地

や
商

業
地

に
お

け
る

通
過

交
通

を
排

除
）

○
5

通
過

交
通

の
転

換
が

図
ら

れ
る

こ
と

5
バ

イ
パ

ス
計

画
で

あ
り

通
過

交
通

を
転

換

自
転

車
通

行
環

境
の

向
上

（
自

転
車

通
行

空
間

の
確

保
）

○
5

自
転

車
・
歩

行
者

の
分

離
が

図
ら

れ
る

こ
と

5
片

歩
道

設
置

に
よ

り
歩

車
分

離

1
00

6
0

b
bb

注
１

）
共

通
項

目
の

●
印

：
「中

山
間

地
域

｣と
共

通
す

る
整

備
効

果
項

目

注
２

）
評

価
項

目
の

○
印

：
「都

市
的

評
価

」
の

評
価

対
象

項
目

25
生

活
環

境
改

善

合
　

　
　

　
計

緊
急

時
の

輸
送

機
能

の
改

善
（緊

急
輸

送
道

路
）

交
通

の
確

保

交
通

安
全

事
故

発
生

件
数

及
び

死
傷

者
数

の
減

少
（
事

故
多

発
箇

所
の

解
消

）

1
0

35
2
0

（
一

）矢
尾

今
市

線
 大

塚
工

区
 防

災
安

全
交

付
金

（改
良

）
事

業

1
5

1
5

配
　

点

産
業

振
興

地
域

振
興

25 15

【
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
：
A

】
【
社

会
的

効
果

：
B

】
0
.3

未
満

0.
3
以

上
0
.6

未
満

0
.6

以
上

1.
0
未

満
1
.0

以
上

3
0
点

未
満

3
0以

上
50

点
未

満
5
0
以

上
7
0点

未
満

7
0点

以
上

a
a
a

a
aa

aa
a
a

b
bb

b
b
b

b
bb

b

0
.3

未
満

1
.0

以
上

a
aa

a
a

県
内

一
円

本
土

隠
岐

0
.3

以
上

1.
0
未

満

a
a
a

【
総

合
評

価
：
A
・
B

の
組

合
せ

】
評

価
内

容

－
－

－
aa

aa
b
bb

b

－
－

a
aa

bb
bb

a
a
aa

b
bb

－
a
ab

b
bb

aa
ab

b
b

a
aa

a
bb

a
bb

b
b

aa
b
bb

a
a
ab

b
a
aa

a
b

a
bb

b
aa

b
b

a
aa

b
－

ab
b

a
a
b

－
－

ab
－

－
－

事
業

を
行

う
価

値
が

あ
る

計
画

を
見

直
す

必
要

が
あ

る

費
用

便
益

比
と

社
会

的
効

果
の

評
価

結
果

（
A

・
B

の
組

合
せ

パ
タ

ー
ン

）

7



一般国道４３２号　亀嵩工区　費用便益比

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

(国)一般国道４３２号 亀嵩工区 L=2.13km 交付金 現道拡幅

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

2,507 2車線 島根県

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成 25 年

単純合計 11.81億円 -2.00億円 9.81億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

13.24億円 -1.13億円 12.11億円 

注）事業費は12.45億円であるが、費用便益比の算定は税抜きで行うため、上記の数字となる。

　　維持管理費は「整備を行わなかった場合の増加分」を考慮して表示

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成 25 年

供 用 年 平成 27 年

単年便益
（初年便益）

0.52億円 0.03億円 0.00億円 0.55億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

9.91億円 0.58億円 0.00億円 10.49億円 

　拡 張 便 益

冬季交通便益
救急医療ｱｸｾｽ
便益(救急車)

災害迂回
解消便益

CO2
削減便益

休日交通便益 合　　計

単年便益
（初年便益）

0.19億円 0.02億円 0.00億円 0.00億円 0.22億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

3.62億円 0.32億円 0.07億円 0.04億円 4.06億円 

③ 結　果

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.20

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ） 2.44

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） -

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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【
一

般
国

道
４

３
２

号
　

亀
嵩

工
区

　
総

合
評

価
算

定
シ

ー
ト

】

■
事

業
名

（
工

区
）

事
業

名
：

■
総

合
評

価
結

果
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

費
用

便
益

比
：

a
aa

a
aa

aa
b
b
b

社
会

的
効

果
：

b
bb

■
費

用
便

益
比

B
/C

＝
1.

2
aa

aa
※

隠
岐

地
区

の
場

合
は

『
1』

を
入

力
→

■
社

会
的

効
果

【
中

山
間

地
域

】

区
　

分
整

　
　

備
　

　
効

　
　

果
共

通
項

目
評

価
項

目
評

　
　

価
　

　
基

　
　

準
評

価
評

価
値

理
　

　
　

由

高
速

道
路

ＩＣ
・
空

港
・港

湾
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

強
化

●
○

5
各

IC
、

空
港

、
重

要
港

湾
へ

直
結

す
る

路
線

（
イ

ン
タ

ー
線

等
）

　
※

隠
岐

地
区

及
び

七
類

港
の

航
路

利
用

は
可

と
す

る
。

　
※

イ
ン

タ
ー

線
等

と
は

ア
ク

セ
ス

道
と

し
て

事
業

目
的

が
明

確
な

も
の

5
尾

道
松

江
線

高
野

IC
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

で
あ

る
。

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
（
整

備
に

よ
り

一
連

区
間

が
完

成
）

●
○

5
整

備
後

、
改

良
率

が
概

ね
9
割

を
超

え
る

こ
と

（道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
し

て
機

能
し

て
い

れ
ば

路
線

全
体

で
な

く
て

も
可

）
　

※
す

で
に

改
良

率
が

9
割

を
超

え
て

い
る

も
の

も
可

　

観
光

地
や

工
業

団
地

、
流

通
団

地
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
強

化
●

○
5

主
要

観
光

地
、

工
業

団
地

、
流

通
団

地
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
で

あ
り

、
か

つ
半

径
20

km
圏

内
で

あ
る

こ
と

　
※

主
要

観
光

地
は

観
光

動
態

調
査

箇
所

で
5万

人
/
年

以
上

の
箇

所
。

た
だ

し
隠

岐
は

1万
人

/
年

以
上

で
可

と
す

る
。

5
鬼

の
舌

震
県

立
自

然
公

園
（
半

径
7
km

地
点

）
が

あ
る

。

中
山

間
地

域
と

日
常

生
活

圏
中

心
都

市
と

の
ア

ク
セ

ス
を

改
善

○
5

中
山

間
地

域
と

中
心

都
市

を
結

ぶ
主

要
経

路
で

あ
る

こ
と

　
※

隠
岐

に
お

い
て

は
、

地
域

と
役

場
所

在
地

を
結

ぶ
主

要
経

路
で

あ
る

こ
と

5
奥

出
雲

町
と

松
江

市
を

結
ぶ

主
要

経
路

で
あ

る
。

福
祉

・
教

育
・
公

共
施

設
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
改

善
●

○
5

5
分

以
上

時
間

短
縮

が
図

ら
れ

る
こ

と
、

又
は

半
径

1
0
km

圏
内

に
該

当
施

設
が

あ
る

こ
と

　
※

福
祉

施
設

：
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
施

設
。

教
育

：
小

中
高

大
学

校
。

公
共

施
設

：
市

町
村

役
場

（支
所

等
を

含
む

）
5

半
径

1
0
km

以
内

に
亀

嵩
小

学
校

が
あ

る
。

救
急

医
療

に
お

け
る

ア
ク

セ
ス

を
改

善
●

○
5

救
急

医
療

施
設

（
2次

・
3次

）
へ

の
搬

送
、

又
は

消
防

署
か

ら
の

救
急

車
到

着
に

対
し

て
3
分

以
上

時
間

短
縮

、
も

し
く
は

救
急

医
療

施
設

の
半

径
2
km

圏
内

　

路
線

バ
ス

、
生

活
バ

ス
等

の
運

行
環

境
を

改
善

（
バ

ス
路

線
）

●
○

5
バ

ス
路

線
で

あ
る

こ
と

5
仁

多
地

区
中

心
地

と
亀

嵩
地

区
を

結
ぶ

主
要

路
線

で
あ

る

定
住

支
援

（
就

業
・
通

学
環

境
の

向
上

、
安

全
・
安

心
の

確
保

）
○

5
就

業
・
通

学
環

境
の

向
上

、
安

全
・
安

心
の

確
保

が
見

込
ま

れ
る

も
の

　
※

改
良

に
よ

り
通

勤
通

学
や

日
常

生
活

交
通

の
安

全
性

・
快

適
性

が
向

上
す

る
と

見
込

ま
れ

る
も

の
　

落
石

・
崩

壊
等

通
行

危
険

箇
所

の
解

消
○

5
防

災
点

検
箇

所
で

あ
る

こ
と

（対
策

不
要

箇
所

を
除

く
）

　

風
水

害
等

に
お

け
る

通
行

止
め

の
解

消
、

冠
水

区
間

の
解

消
○

5
過

去
に

事
例

が
あ

る
こ

と
　

事
前

通
行

規
制

区
間

の
解

消
、

高
さ

・
重

量
等

通
行

規
制

区
間

の
解

消
●

○
5

事
前

通
行

規
制

・
冬

期
閉

鎖
区

間
が

解
消

さ
れ

る
こ

と
、

又
は

通
行

規
制

区
間

（
高

さ
・
幅

・
重

量
制

限
・
大

型
貨

物
等

）
が

解
消

さ
れ

る
こ

と
 

●
○

5
緊

急
輸

送
道

路
（
１

～
３

次
）
で

あ
る

こ
と

5

●
○

5
緊

急
輸

送
道

路
（
１

次
）
で

あ
る

こ
と

　
※

1
次

で
あ

れ
ば

上
記

と
併

せ
て

1
0点

5

災
害

時
に

お
け

る
孤

立
危

険
集

落
の

解
消

○
5

代
替

ル
ー

ト
が

な
い

こ
と

(大
規

模
な

迂
回

を
余

儀
な

く
さ

れ
る

場
合

を
含

む
）、

又
は

過
去

孤
立

が
発

生
し

た
事

例
が

あ
り

改
善

が
見

込
ま

れ
る

も
の

　

冬
期

の
円

滑
な

交
通

流
動

を
確

保
●

○
5

雪
寒

指
定

路
線

内
で

あ
る

こ
と

5

●
○

5
事

故
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

よ
り

過
去

5箇
年

で
3件

以
上

事
故

が
確

認
で

き
る

こ
と

　

○
5

事
故

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
よ

り
過

去
5箇

年
で

6件
以

上
事

故
が

確
認

で
き

る
こ

と
　

※
6件

以
上

あ
れ

ば
上

記
と

併
せ

て
1
0点

　

線
形

不
良

・
視

距
不

良
箇

所
の

解
消

●
○

5
曲

線
半

径
5
0m

未
満

又
は

視
距

4
0
m

未
満

、
か

つ
不

良
状

況
が

説
明

で
き

る
こ

と
5

視
距

4
0
m

未
満

歩
道

の
整

備
（歩

行
空

間
整

備
計

画
区

間
）

○
5

歩
行

空
間

整
備

計
画

区
間

で
あ

る
こ

と
5

自
歩

道
整

備
あ

り

大
型

車
す

れ
違

い
困

難
区

間
の

解
消

●
○

5
W

=
4
m

未
満

、
か

つ
離

合
困

難
状

況
が

説
明

で
き

る
こ

と
 

1
0
0

50
bb

b
注

１
）
共

通
項

目
の

●
印

：
「都

市
地

域
｣と

共
通

す
る

整
備

効
果

項
目

注
２

）
評

価
項

目
の

○
印

：
「中

山
間

地
域

」
の

評
価

対
象

項
目

国
道

4
32

号
　

国
庫

交
付

金
道

路
（交

通
安

全
）
事

業
　

亀
嵩

工
区

産
業

振
興

地
域

振
興

生
活

環
境

改
善

交
通

の
確

保
緊

急
時

の
輸

送
機

能
の

改
善

（緊
急

輸
送

道
路

）

合
　

　
　

　
計

配
　

点

交
通

安
全

1
5

2
5

事
故

発
生

件
数

及
び

死
傷

者
数

の
減

少
（
事

故
多

発
箇

所
の

解
消

）

1
0

1
0

2
5

3
5

1
5

1
5

【
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
：
A

】
【
社

会
的

効
果

：
B

】
0
.3

未
満

0
.3

以
上

0
.6

未
満

0
.6

以
上

1.
0
未

満
1
.0

以
上

3
0点

未
満

3
0以

上
5
0
点

未
満

5
0
以

上
7
0点

未
満

70
点

以
上

a
a
a

a
aa

aa
a
a

b
b
b

b
bb

b
bb

b

0
.3

未
満

1
.0

以
上

a
aa

a
a

県
内

一
円

本
土

隠
岐

0
.3

以
上

1.
0
未

満

a
a
a

【総
合

評
価

：A
・B

の
組

合
せ

】
評

価
内

容

－
－

－
a
a
a
a
b
b
b
b

－
－

a
a
a
b
b
b
b

a
a
a
a
b
b
b

－
a
a
b
b
b
b

a
a
a
b
b
b

a
a
a
a
b
b

ab
b
b
b

a
a
b
b
b

a
a
a
b
b

a
a
a
a
b

ab
b
b

a
a
b
b

a
a
a
b

－

ab
b

a
a
b

－
－

ab
－

－
－

計
画

を
見

直
す

必
要

が
あ

る

費
用

便
益

比
と

社
会

的
効

果
の

評
価

結
果

（
A

・
B

の
組

合
せ

パ
タ

ー
ン

）

事
業

を
行

う
価

値
が

あ
る

9



①
費

　
用

　
(億

円
)

事
業

費
維

持
管

理
費

合
計

基
準

年

単
純

合
計

27
9.

17
億

円
9
4.

4
9億

円
37

3.
66

億
円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（
Ｃ

）
24

7.
42

億
円

3
8.

0
4億

円
28

5.
46

億
円

②
便

　
益

一
般

資
産

被
害

軽
減

期
待

額
農

作
物

被
害

軽
減

期
待

額
公

共
土

木
施

設
被

害
軽

減
期

待
額

間
接

被
害

軽
減

期
待

額

基
準

年

完
成

予
定

年

単
年

便
益

（
初

年
便

益
）

2
9.

95
億

円
0
.0

2億
円

5
0.

7
4億

円
2
.4

4億
円

83
.1

5億
円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（Ｂ
）

80
1.

56
億

円
0
.5

2億
円

1
,3

5
7.

79
億

円
6
5.

2
0億

円
3
.7

3億
円

2,
22

8.
8
0億

円

③
結

果

Ｈ
２

４

Ｈ
４

０

※
　

間
接

被
害

：営
業

被
害

、
応

急
対

策
費

等
の

間
接

的
被

害
　

　
※

　
残

存
価

値
：将

来
に

お
い

て
施

設
が

有
し

て
い

る
価

値

費
用

便
益

比
(事

業
全

体
）　

Ｂ
／

Ｃ
7
.8

1

　
　

朝
酌

川
　

広
域

河
川

改
修

事
業

　
費

用
便

益
比

Ｈ
２

４

被
害

軽
減

期
待

額
（

便
益

）
残

存
価

値
（

便
益

）
合

計

5

10



①
費
　

用
　

(
億

円
)

事
業

費
維

持
管

理
費

合
計

基
準

年

単
純

合
計

6
4.

85
億

円
1
6.

2
1億

円
8
1.

0
6億

円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
（

Ｃ
）

8
4.

35
億

円
4
.8

9億
円

8
9.

2
4億

円

②
便
　

益
6
11

0
4

10
35

0
49

7
1
69

61

一
般

資
産

被
害

軽
減

期
待

額
農

作
物

被
害

軽
減

期
待

額
公

共
土

木
施

設
被

害
軽

減
期

待
額

間
接

被
害

軽
減

期
待

額

基
準

年

完
成

予
定

年

単
年

便
益

（
初

年
便

益
）

3
1.

84
億

円
0
.0

2億
円

5
3.

9
3億

円
2
.5

9億
円

88
.3

8億
円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
（

Ｂ
）

95
9.

97
億

円
0
.6

3億
円

1
,6

2
6.

14
億

円
7
8.

0
9億

円
1
.7

6億
円

2,
66

6.
5
8億

円

③
結
果

Ｈ
２

４

Ｈ
３

４

※
　
間

接
被

害
：

営
業

被
害

、
応

急
対

策
費

等
の

間
接

的
被

害
　

　
※

　
残

存
価

値
：

将
来

に
お

い
て

施
設

が
有

し
て
い

る
価

値

費
用

便
益

比
(事

業
全

体
）

　
Ｂ

／
Ｃ

29
.8

8

　
中

川
　

広
域

河
川

改
修

事
業

　
費

用
便

益
比

Ｈ
２

４

被
害

軽
減

期
待

額
（

便
益

）
残

存
価

値
（

便
益

）
合

計

6

11



①
費

　
用

　
(億

円
)

事
業

費
維

持
管

理
費

合
計

基
準

年

単
純

合
計

8
0.

00
億

円
2
3.

9
6億

円
10

3.
96

億
円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（
Ｃ

）
6
5.

17
億

円
8
.0

2億
円

7
3.

1
9億

円

②
便

　
益

6
56

,4
9
1

2
8,

89
1

11
12

09
5

89
32

8
1,

88
6,

8
05

一
般

資
産

被
害

軽
減

期
待

額
農

作
物

被
害

軽
減

期
待

額
公

共
土

木
施

設
被

害
軽

減
期

待
額

間
接

被
害

軽
減

期
待

額

基
準

年

完
成

予
定

年

単
年

便
益

（
初

年
便

益
）

4
.5

9億
円

0
.2

0億
円

7
.7

8億
円

0
.6

2億
円

13
.2

0億
円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（Ｂ
）

9
0.

62
億

円
3
.9

9億
円

15
3.

50
億

円
1
2.

3
3億

円
1
.3

4
億

円
26

1.
7
8億

円

③
結

果

Ｈ
２

４

Ｈ
３

９

※
　

間
接

被
害

：営
業

被
害

、
応

急
対

策
費

等
の

間
接

的
被

害
　

　
※

　
残

存
価

値
：将

来
に

お
い

て
施

設
が

有
し

て
い

る
価

値

費
用

便
益

比
(事

業
全

体
）　

Ｂ
／

Ｃ
3
.5

8

　
　

佐
陀

川
　

広
域

河
川

改
修

事
業

　
費

用
便

益
比

Ｈ
２

４

被
害

軽
減

期
待

額
（

便
益

）
残

存
価

値
（

便
益

）
合

計

7
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①
費

　
用

　
(億

円
)

事
業

費
維

持
管

理
費

合
計

基
準

年

単
純

合
計

１
９

．
５

７
億

円
６

．
７

９
億

円
２

６
．

３
６

億
円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（
Ｃ

）
１

８
．

８
２

億
円

３
．

２
３

億
円

２
２

．
０

５
億

円

②
便

　
益

一
般

資
産

被
害

軽
減

期
待

額
農

作
物

被
害

軽
減

期
待

額
公

共
土

木
施

設
被

害
軽

減
期

待
額

間
接

被
害

軽
減

期
待

額

基
準

年

完
成

予
定

年

単
年

便
益

（
初

年
便

益
）

０
．

３
８

億
円

０
．

０
１

億
円

０
．

６
４

億
円

０
．

０
６

億
円

１
．

０
９

億
円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（Ｂ
）

１
２

．
７

５
億

円
０

．
４

６
億

円
２

１
．

６
１

億
円

０
．

６
０

億
円

０
．

１
５

億
円

３
５

．
５

７
億

円

③
結

果

Ｈ
２

４

Ｈ
３

５

　
　

斐
伊

川
　

広
域

河
川

改
修

事
業

　
費

用
便

益
比

費
用

便
益

比
(事

業
全

体
）　

Ｂ
／

Ｃ
１

．
６

１

Ｈ
２

４

被
害

軽
減

期
待

額
（

便
益

）

※
　

間
接

被
害

：営
業

被
害

、
応

急
対

策
費

等
の

間
接

的
被

害
　

　
※

　
残

存
価

値
：将

来
に

お
い

て
施

設
が

有
し

て
い

る
価

値

残
存

価
値

（
便

益
）

合
計

8

13



①
費

　
用

　
(億

円
)

事
業

費
維

持
管

理
費

合
計

基
準

年

単
純

合
計

１
８

４
．

８
６

億
円

５
７

．
５

８
億

円
２

４
２

．
４

４
億

円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（
Ｃ

）
１

５
３

．
７

０
億

円
１

９
．

７
９

億
円

１
７

３
．

４
９

億
円

②
便

　
益

一
般

資
産

被
害

軽
減

期
待

額
農

作
物

被
害

軽
減

期
待

額
公

共
土

木
施

設
被

害
軽

減
期

待
額

間
接

被
害

軽
減

期
待

額

基
準

年

完
成

予
定

年

単
年

便
益

（
初

年
便

益
）

１
０

．
５

１
億

円
０

．
０

９
億

円
１

７
．

７
８

億
円

０
．

１
５

億
円

２
８

．
５

３
億

円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（Ｂ
）

２
５

４
．

２
０

億
円

２
．

０
７

億
円

４
３

０
．

０
９

億
円

３
．

６
６

億
円

０
．

３
１

億
円

６
９

０
．

３
３

億
円

③
結

果

残
存

価
値

（
便

益
）

合
計

Ｈ
２

４

Ｈ
３

５

　
　

平
田

船
川

　
広

域
河

川
改

修
事

業
　

費
用

便
益

比

費
用

便
益

比
(事

業
全

体
）　

Ｂ
／

Ｃ
３

．
９

８

Ｈ
２

４

被
害

軽
減

期
待

額
（

便
益

）

※
　

間
接

被
害

：営
業

被
害

、
応

急
対

策
費

等
の

間
接

的
被

害
　

　
※

　
残

存
価

値
：将

来
に

お
い

て
施

設
が

有
し

て
い

る
価

値

9

14



①
費

　
用

　
(億

円
)

事
業

費
維

持
管

理
費

合
計

基
準

年

単
純

合
計

４
３

８
．

６
１

億
円

１
５

２
．

１
５

億
円

５
９

０
．

７
６

億
円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（
Ｃ

）
４

０
９

．
４

０
億

円
６

１
．

５
４

億
円

４
７

０
．

９
４

億
円

②
便

　
益

一
般

資
産

被
害

軽
減

期
待

額
農

作
物

被
害

軽
減

期
待

額
公

共
土

木
施

設
被

害
軽

減
期

待
額

間
接

被
害

軽
減

期
待

額

基
準

年

完
成

予
定

年

単
年

便
益

（
初

年
便

益
）

４
３

．
７

６
億

円
０

．
６

１
億

円
７

４
．

１
３

億
円

３
．

１
５

億
円

１
２

１
．

６
５

億
円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（Ｂ
）

１
，

３
３

５
．

４
０

億
円

１
８

．
５

６
億

円
２

，
２

６
２

．
０

６
億

円
９

６
．

１
６

億
円

５
．

０
８

億
円

３
，

７
１

７
．

２
６

億
円

③
結

果

残
存

価
値

（
便

益
）

合
計

Ｈ
２

４

Ｈ
３

５

　
　

新
内

藤
川

　
広

域
河

川
改

修
事

業
　

費
用

便
益

比

費
用

便
益

比
(事

業
全

体
）　

Ｂ
／

Ｃ
7
.8

9

Ｈ
２

４

被
害

軽
減

期
待

額
（

便
益

）

※
　

間
接

被
害

：営
業

被
害

、
応

急
対

策
費

等
の

間
接

的
被

害
　

　
※

　
残

存
価

値
：将

来
に

お
い

て
施

設
が

有
し

て
い

る
価

値

10

15



①
費

　
用

　
(億

円
)

事
業

費
維

持
管

理
費

合
計

基
準

年

単
純

合
計

６
２

．
０

３
億

円
１

９
．

４
７

億
円

８
１

．
５

０
億

円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（
Ｃ

）
５

３
．

８
５

億
円

７
．

６
２

億
円

６
１

．
４

７
億

円

②
便

　
益

一
般

資
産

被
害

軽
減

期
待

額
農

作
物

被
害

軽
減

期
待

額
公

共
土

木
施

設
被

害
軽

減
期

待
額

間
接

被
害

軽
減

期
待

額

基
準

年

完
成

予
定

年

単
年

便
益

（
初

年
便

益
）

１
．

２
０

億
円

０
．

１
８

億
円

２
．

０
２

億
円

０
．

１
４

億
円

３
．

５
４

億
円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（Ｂ
）

１
，

３
３

５
．

４
０

億
円

１
８

．
５

６
億

円
２

，
２

６
２

．
０

６
億

円
９

６
．

１
６

億
円

０
．

４
３

億
円

９
５

．
５

８
億

円

③
結

果

残
存

価
値

（
便

益
）

合
計

Ｈ
２

４

Ｈ
３

２

　
　

十
間

川
　

広
域

河
川

改
修

事
業

　
費

用
便

益
比

費
用

便
益

比
(事

業
全

体
）　

Ｂ
／

Ｃ
1
.5

6

Ｈ
２

４

被
害

軽
減

期
待

額
（

便
益

）

※
　

間
接

被
害

：営
業

被
害

、
応

急
対

策
費

等
の

間
接

的
被

害
　

　
※

　
残

存
価

値
：将

来
に

お
い

て
施

設
が

有
し

て
い

る
価

値

11

16



①
費

　
用

　
(億

円
)

事
業

費
維

持
管

理
費

合
計

基
準

年

単
純

合
計

３
３

．
５

１
億

円
１

０
．

８
６

億
円

４
４

．
３

７
億

円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（
Ｃ

）
３

３
．

０
３

億
円

５
．

５
１

億
円

３
８

．
５

４
億

円

②
便

　
益

一
般

資
産

被
害

軽
減

期
待

額
農

作
物

被
害

軽
減

期
待

額
公

共
土

木
施

設
被

害
軽

減
期

待
額

間
接

被
害

軽
減

期
待

額

基
準

年

完
成

予
定

年

単
年

便
益

（
初

年
便

益
）

０
．

８
９

億
円

０
．

０
３

億
円

１
．

５
１

億
円

０
．

１
４

億
円

２
．

５
７

億
円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（Ｂ
）

２
９

．
０

７
億

円
１

．
０

１
億

円
４

９
．

３
１

億
円

４
．

５
４

億
円

１
．

０
７

億
円

８
４

．
９

９
億

円

③
結

果

※
　

間
接

被
害

：営
業

被
害

、
応

急
対

策
費

等
の

間
接

的
被

害
　

　
※

　
残

存
価

値
：将

来
に

お
い

て
施

設
が

有
し

て
い

る
価

値

残
存

価
値

（
便

益
）

合
計

Ｈ
２

４

Ｈ
２

７

　
　

今
市

川
　

広
域

河
川

改
修

事
業

　
費

用
便

益
比

費
用

便
益

比
(事

業
全

体
）　

Ｂ
／

Ｃ
２

．
２

０

Ｈ
２

４

被
害

軽
減

期
待

額
（

便
益

）

12

17



①
費

　
用

　
(億

円
)

事
業

費
維

持
管

理
費

合
計

基
準

年

単
純

合
計

１
４

．
６

８
億

円
４

．
７

９
億

円
１

９
．

４
７

億
円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（
Ｃ

）
２

６
．

５
９

億
円

３
．

０
９

億
円

２
９

．
６

８
億

円

②
便

　
益

一
般

資
産

被
害

軽
減

期
待

額
農

作
物

被
害

軽
減

期
待

額
公

共
土

木
施

設
被

害
軽

減
期

待
額

間
接

被
害

軽
減

期
待

額

基
準

年

完
成

予
定

年

単
年

便
益

（
初

年
便

益
）

１
．

６
９

億
円

０
．

０
６

億
円

２
．

８
７

億
円

０
．

０
８

億
円

４
．

７
０

億
円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（Ｂ
）

７
１

．
１

７
億

円
２

．
５

７
億

円
１

２
０

．
５

９
億

円
３

．
３

６
億

円
０

．
６

３
億

円
１

９
８

．
３

２
億

円

③
結

果

Ｈ
２

４

Ｈ
２

６

　
　

飯
梨

川
　

総
合

流
域

防
災

事
業

　
費

用
便

益
比

費
用

便
益

比
(事

業
全

体
）　

Ｂ
／

Ｃ
６

．
６

９

Ｈ
２

４

被
害

軽
減

期
待

額
（

便
益

）

※
　

間
接

被
害

：営
業

被
害

、
応

急
対

策
費

等
の

間
接

的
被

害
　

　
※

　
残

存
価

値
：将

来
に

お
い

て
施

設
が

有
し

て
い

る
価

値

残
存

価
値

（
便

益
）

合
計

13

18



①
費

　
用

　
(億

円
)

事
業

費
維

持
管

理
費

合
計

基
準

年

単
純

合
計

３
７

．
０

０
億

円
１

４
．

５
１

億
円

５
１

．
５

１
億

円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（
Ｃ

）
１

０
０

．
８

６
億

円
１

２
．

１
３

億
円

１
１

２
．

９
９

億
円

②
便

　
益

一
般

資
産

被
害

軽
減

期
待

額
農

作
物

被
害

軽
減

期
待

額
公

共
土

木
施

設
被

害
軽

減
期

待
額

間
接

被
害

軽
減

期
待

額

基
準

年

完
成

予
定

年

単
年

便
益

（
初

年
便

益
）

１
７

．
９

８
億

円
０

．
５

６
億

円
３

０
．

４
７

億
円

２
．

２
２

億
円

５
１

．
２

３
億

円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（Ｂ
）

１
，

１
７

９
．

０
９

億
円

３
６

．
７

２
億

円
１

，
１

９
８

．
１

６
億

円
１

４
５

．
５

８
億

円
０

．
１

５
億

円
３

，
３

５
９

．
６

９
億

円

③
結

果

Ｈ
２

４

Ｈ
３

３

　
　

吉
田

川
　

総
合

流
域

防
災

事
業

　
費

用
便

益
比

費
用

便
益

比
(事

業
全

体
）　

Ｂ
／

Ｃ
２

９
．

７
３

Ｈ
２

４

被
害

軽
減

期
待

額
（

便
益

）

※
　

間
接

被
害

：営
業

被
害

、
応

急
対

策
費

等
の

間
接

的
被

害
　

　
※

　
残

存
価

値
：将

来
に

お
い

て
施

設
が

有
し

て
い

る
価

値

残
存

価
値

（
便

益
）

合
計

14

19



①
費

　
用

　
(億

円
)

事
業

費
維

持
管

理
費

合
計

基
準

年

単
純

合
計

2
8.

99
億

円
3
0.

0
2億

円
5
9.

0
1億

円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（
Ｃ

）
2
9.

50
億

円
5
.1

4億
円

3
4.

6
4億

円

②
便

　
益

3
62

66
5

22
78

4
3
39

45
4

21
76

0
74

66
63

一
般

資
産

被
害

軽
減

期
待

額
農

作
物

被
害

軽
減

期
待

額
公

共
土

木
施

設
被

害
軽

減
期

待
額

間
接

被
害

軽
減

期
待

額

基
準

年

完
成

予
定

年

単
年

便
益

（
初

年
便

益
）

2
5.

01
億

円
1
.5

7億
円

2
3.

4
1億

円
1
.5

0億
円

51
.4

9億
円

基
準

年
に

お
け

る
現

在
価

値
　

（Ｂ
）

44
1.

59
億

円
2
7.

7
4億

円
41

3.
33

億
円

2
6.

5
0億

円
0
.6

3億
円

90
9.

7
9億

円

③
結

果

Ｈ
２

４

Ｈ
３

０

※
　

間
接

被
害

：営
業

被
害

、
応

急
対

策
費

等
の

間
接

的
被

害
　

　
※

　
残

存
価

値
：将

来
に

お
い

て
施

設
が

有
し

て
い

る
価

値

費
用

便
益

比
(事

業
全

体
）　

Ｂ
／

Ｃ
2
6.

2
6

　
　

忌
部

川
　

総
合

流
域

防
災

事
業

　
費

用
便

益
比

Ｈ
２

４

被
害

軽
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県営林道開設事業　美保関線第１期工事　費用便益比

① 費  用

事業費 維持管理費 その他事業費
路網整備（作業道）

合計

基準年

単純合計 79.42億円 3.16億円 10.28億円 92.87億円

基準年における現在価
値（C）

106.62億円 1.39億円 7.05億円 115.06億円

② 便  益
木材生産等便

益
森林整備経費
縮減等便益

森林の総合利
用便益

その他の便
益

合計

基準年

供用年

単年便益
（初年便益）

0.00億円 2.05億円 0.02億円 0.00億円 2.07億円

基準年における現在価
値（B）

20.43億円 62.85億円 31.30億円 12.89億円 127.48億円

③ 結　果

1.11

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

費用便益比（B／Ｃ）

平成２５年度

平成２９年度

平成２５年度
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県営林道開設事業　美保関線　費用便益比　説明資料

内容

木材生産等便益

路網整備による、木材の搬出距離・経費の縮減便益及び木材輸送トラックの大型化
による輸送経費の縮減便益

整備前には切り捨てとなっていた間伐材や小径木が、林道の整備により搬出・利用
される便益

路網の開設等により、それまで路網の未整備で伐採対象とならなかった森林におい
て、林道整備に伴うコスト縮減等により伐採が促進される効果

森林整備経費縮減等便益

造林作業経費縮減便益  

歩行時間等経費縮減便益林道の整備による、造林等作業員の歩行時間、資材運搬経費等の縮減便益

作業道作設経費縮減便益林道を整備した場合に、作業道を作設する経費が縮減される便益

森林管理等経費縮減便益
森林管理のための巡視や適切な森林整備・林業経営のための普及指導等を行う者
の歩行時間が、林道整備により縮減される便益

森林整備促進便益
路網の未整備により造林・保育が不十分となっていた森林において、路網の整備に
よって森林整備の促進が見込まれる便益

洪水防止便益
事業の実施により、森林が整備された状態と整備されていない状態を比較し、最大
流出量減少分を推定し、この減少する最大流出量を治水ダムで機能代替させる便
益

流域貯水便益
事業の実施により、事業を実施しようとする地域の年間降雨量から、実施対象区域
の地被状況に応じた貯留量率により土壌内に浸透する降雨の量を推計し、利水ダ
ムで機能代替させる便益

水質浄化便益
全貯留量のうち生活用水使用相当分については水道代金で代替した費用で、その
他の水量については雨水利用施設を用いて雨水を浄化する費用により算出される
便益

土砂流出防止便益
事業を実施する場合と実施しない場合の土砂流出量について、評価対象区域の年
間流出土砂量の差により推計し、この土砂量を保全するために必要となる砂防ダム
建設コストを便益

土砂崩壊防止便益
土塊として山腹崩壊が生じる場合の流出量について、事業を実施する場合と実施し
ない場合について崩壊見込量を比較し、便益を算出

炭素固定便益
森林整備を実施することによる当該森林の蓄積量の増加分から、森林による炭素
固定量を推計し、便益を算出

森林の総合利用便益
林道を整備することにより、既設の道路に比べ、森林浴又は山菜等の副産物採取
等のために森林へ到達する時間・費用が短縮される便益

アクセス時間短縮等便益

アクセス時間短縮便益
既設のアクセス道がある場合において、新たな林道整備によりアクセス時間が短縮
される便益

アクセス経費減少便益
既設のアクセス道がある場合において、新たな林道整備によりアクセス経費が短縮
される便益

その他の便益

通行安全確保便益
ガードレール、カーブミラー等の交通安全施設の設置により、事故の減少、精神的な
安定等その安全性が向上する便益

環境保全確保便益
林道を整備する場合の間伐材の利用や動物との共存施設の整備で、循環型社会の
構築や動物の生育環境の確保のために不可欠な施設を、施設の整備に必要な投
資額をもって便益とする

便益名

木材生産経費縮減便益
（整備区域：主伐）

木材利用増進便益
(整備区域：間伐)

木材生産確保・増進便益
(未整備区域：主伐)
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